
マアジ対馬暖流系群 

調査概要 

マアジ対馬暖流系群は東シナ海～日本海に広く分布しています。産卵期間も長く、幼稚魚は複

数の生活史パターン（表層を泳ぐ、底層に留まる ← 成長速度によって異なる）を持つことから、産

卵時期・産卵海域と年々の海洋環境の変化によって加入する海域、加入量が変化する特徴がありま

す。そのため、海洋環境の変化によってどこの海域にどれくらい加入するかを明らかにすることがマ

アジ対馬暖流系群の資源評価および TAC（漁獲可能量）の算定精度を向上させる上での重要な課

題となっています。 

そこで本課題では、餌環境による成長の違いを明らかにすると共に、生まれた時期・海域と海洋環

境（餌環境と稚仔魚の流され方）からどの海域（東シナ海または日本海）に多く加入するかをシミュレ

ーションによって早期に把握する手法の開発を行っています。 

 

 

 

 

  



 

 

 

  



 

成果概要 

まず、各海域で採集されるマアジの稚魚・幼魚のふ化時期を耳石の日輪解析をもとに調べまし

た。その結果、東シナ海に加入するマアジは主に２月～３月にふ化したマアジが多いのに対し、日本

海に加入するマアジは４月～５月にふ化したマアジが多いことがわかりました。また、日本海で加入

するマアジは東シナ海に加入するマアジに比べて仔稚魚期の成長が遅いことが明らかになりまし

た。その要因として、日本海では主要な餌であるカイアシ類の密度が東シナ海よりも低い傾向である

ことが推察されました。 

 

 

 

 

  



 

２月～３月のマアジ産卵場は台湾の北付近にあると推定されています。現在、この海域からのマア

ジ幼稚魚の流され方、および成長について、海洋環境のシミュレーションをもとに検討を進め、加入

海域を推定する手法の開発を行っています。なお、海流に流されている間、稚仔魚の成長・生残に

適切と判断される水温帯（18.5℃～23.5）の面積と東シナ海のマアジ稚魚の分布密度は深く関係し

ていることも明らかになってきました。今後、海洋環境のシミュレーションを改良しながら研究を進め、

東シナ海および日本海に加入するマアジの変動要因を明らかにしていく予定です。 

 

 

 

 


